
先　　数支　援　課　題

（単位：件）

補助金・助成金
　72

その他　72

事業承継　284

全 取 引 先 数

地域別の取引先数の推移

■ 令和４年度　支援課題別集計 
　中小企業からの経営相談は営業店と本部が連携して行います。また、高度専門的な課題の場合は、福岡県よろず支援拠点・
北九州市中小企業支援センター等との連携により課題解決のお手伝いを致しました。

● 当金庫が関与した創業件数

ベンチマーク

ベンチマーク ベンチマーク● 創業支援先数

（単位：先）

件　数 構成比

地元外（福岡県外）地元（福岡県）
その他大分県・山口県北九州市以外北九州市

令和４年３月期
地元外（福岡県外）地元（福岡県）

その他大分県・山口県北九州市以外北九州市

363,0756,350

創 業 関 与 件 数
令和４年３月期 令和５年３月期

86件 91件   3先
83先

  9先
82先

人材関連　3

経営関連
88

M&A　599

①創 業 計 画の策 定 支 援
②創業期の取引先への融資（保証協会）

Ｍ ＆ Ａ
事 業 承 継
経 営 関 連
補 助 金 ・ 助 成 金
そ の 他
売 上 ・ 販 路 拡 大
創 業
人 材 関 連

合　　計

※Ｍ＆Ａには譲受・譲渡の両方相談を含む。

599
284
88
72
72
20
9
3

1,147

52.2%
24.8%
7.7%
6.3%
6.3%
1.7%
0.8%
0.3%

100.0%

9,517

売上・販路拡大
20

創業　9

　当金庫では地域に密着した金融機関としての強みを生かし、中小企業の実態を把握、企業の経営課題解決に対する主体的
な取組みに対し積極的に支援を行います。また、平成28年９月に金融庁が公表した「金融仲介機能のベンチマーク」をこれら
の取組みを客観的に評価する重要な指標と位置付け、その数値を開示し、地域のお客様にご理解いただけるように努めてま
いります。支援に当たっては、必要に応じて外部専門家・外部支援機関等と連携し企業の実態に合った支援を適切に行うよう
に取り組んでいます。
　なお、以下の表で「金融仲介機能のベンチマーク」に該当するものは ベンチマーク と表示しております。

■ 全取引先数と地域の取引先数の推移、及び、地域企業数との比較（先数単体ベース）

● 令和４年度経営相談　支援課題別　先数

9,303

56

令和４年３月期

9,425

令和５年３月期

92
362,9286,290 49

9,218 85

令和５年３月期

●創業・新規事業開拓の支援

①中小企業の経営支援に関する取組み方針

②中小企業の経営支援に関する態勢整備・取組みの状況

中小企業の経営支援に関する取組み
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おかげさまで“ひびしん”は2024年1月15日に創立100周年を迎えます。

このまちが、すべて。このまちに、すべて。
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その他　72

事業承継　284

全 取 引 先 数
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その他大分県・山口県北九州市以外北九州市

363,0756,350
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86件 91件   3先
83先

  9先
82先
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88
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Ｍ ＆ Ａ
事 業 承 継
経 営 関 連
補 助 金 ・ 助 成 金
そ の 他
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284
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72
72
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9
3

1,147

52.2%
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6.3%
6.3%
1.7%
0.8%
0.3%

100.0%

9,517

売上・販路拡大
20

創業　9

　当金庫では地域に密着した金融機関としての強みを生かし、中小企業の実態を把握、企業の経営課題解決に対する主体的
な取組みに対し積極的に支援を行います。また、平成28年９月に金融庁が公表した「金融仲介機能のベンチマーク」をこれら
の取組みを客観的に評価する重要な指標と位置付け、その数値を開示し、地域のお客様にご理解いただけるように努めてま
いります。支援に当たっては、必要に応じて外部専門家・外部支援機関等と連携し企業の実態に合った支援を適切に行うよう
に取り組んでいます。
　なお、以下の表で「金融仲介機能のベンチマーク」に該当するものは ベンチマーク と表示しております。

■ 全取引先数と地域の取引先数の推移、及び、地域企業数との比較（先数単体ベース）

● 令和４年度経営相談　支援課題別　先数

9,303

56

令和４年３月期

9,425

令和５年３月期

92
362,9286,290 49

9,218 85

令和５年３月期

●創業・新規事業開拓の支援

①中小企業の経営支援に関する取組み方針

②中小企業の経営支援に関する態勢整備・取組みの状況

中小企業の経営支援に関する取組み
 当金庫では、地元の創業・
起業を目指すやる気のある女
性を応援するため、「ひびし
ん女性創業塾」（以下「本創
業塾」という。）を継続的に
開催しています。本創業塾の
特徴は、単なる学びの場で終
わらないように、受講後の
フォローにも注力し、修了生
と一緒に創業に向けて事業
プランを考え、事業に必要な
資金のお手伝いをするなど
金融機関だからこそ可能な創業支援を実現させ、受講生の想いを創業という形に変えられるように努めています。
　第14回目となる「ひびしん女性創業塾」（令和４年10月から12月の４日間コース）では、11名の方に受講いただき、最終的に
２名の方が創業されました。尚、全14回の累計受講者は393名、創業者82名となっています。

（単位：名）
10期 11期 1～14期計
28
4
2

8.3%

21
2
10

52.6%

12期
18
6
3

25.0%

14期
11
2
2

22.2%

13期
18
5
1

7.7%

9期
30
6
9

37.5%

8期
25
4
3

14.3%

7期
32
5
6

22.2%

6期
36
7
7

24.1%

5期
30
3
6

22.2%

4期
28
2
6

23.1%

3期
39
6
9

27.3%

2期
35
2
8

24.2%

1期
42
6
10

27.8%

販路開拓支援を行った先数
地　　元
地 元 外
海　　外

令和５年３月期
28件
8件
2件

20件
7件
2件

受講者（ａ）
受講時点で既に創業済み（ｂ）
受講後創業（ｃ）
創業率（c/（a-b）×100）

393
60
82

24.6%

ベンチマーク

■ ひびしん女性創業塾

　コロナ禍による取引先企業の売上減少、テイクアウト需
要への対応策として、富士電機株式会社と連携し、自販
機を活用した販路拡大支援を行っています。自販機の活
用により、取引先においては非対面取引での新規顧客獲
得や販売チャネル拡大による売上増加、コストを抑えた
事業拡大（転換）、人件費削減、自販機への社名ラッピン
グによる宣伝効果などが期待できます。

■ 自販機活用による販路拡大支援

● 女性創業塾受講生の創業状況（令和５年４月30日現在）

● 販路開拓支援を行った先数

令和４年３月期

●成長・成熟段階における支援
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　事業承継・経営改善・事業再生・業種転換等の支援業務には中小企業基盤整備機構、福岡県信用保証協会、北九州産業学
術推進機構等の外部支援機関との連携強化に努め、実効性の高い支援の実現を目指して取組んでいます。

M & A 支 援 先 数
（相談・情報件数含む）
事業承継支援先数
（相談・情報件数含む）

令和４年３月期 令和５年３月期

535先

281先

599先

284先

外部専門家を活用して本業
支援を行った取引先数
取引先の本業支援に関連する中小
企業支援策の活用を支援した先数

令和４年３月期 令和５年３月期

102先

9先

68先

10先

● 事業承継等の支援への取組み ベンチマーク

● 金融機関が貸付条件の変更を行っている中小企業の経営改善計画の進捗状況 ベンチマーク

● 外部と連携した本業支援 ベンチマーク

中小企業の条件変更先に係る経営

改 善 計 画 の 進 捗 状 況

令和５年３月期令和４年３月期
21先

39先

428先

30先

49先

399先

好調先

順調先

不調先

488先478先
条件
変更
総数

●事業承継・経営改善・事業再生・業種転換等の支援

　経営者の高齢化と後継者不在による廃業が進んでおり、今後さらなる企
業数低下・雇用喪失が危惧されております。そのような環境のもと、アフター
コロナにおける「会社の今後」を考えるきっかけ作りや更なる成長・発展を
実現させるため、日本政策金融公庫・株式会社日本Ｍ＆Ａセンター等の外
部支援機関と連携し、様々なソリューションを提供しております。

■ 事業承継支援に向けた取組み
 
 
  

オンライン 
同時開催 

オンライン会場（ZOOMミーティング） 定員 50名（先着順） 

14：00～16：00 
 

× 

対面会場 定員 30名（先着順） 

（ 

 

日 時 

● お使いの機器、通信環境等によっては、ご覧頂けない場合がございます。また、聴講にかかる通信費等は参加
頂く方のご負担となります。お申込み頂いた方には、後日、聴講に必要なＩＤ等をメールでお送り致します。 

2023年2 月２日（木） 

 

事業承継支援に関する連携協定締結 記念イベント 

事業承継セミナー 
～未来へつながる一歩を踏み出す～ 

福岡ひびき信用金庫 本店 中２階ホール（北九州市八幡東区尾倉 2-8-1） 
※新型コロナウイルスの感染状況によっては、対面での参加のみ中止させて頂く場合があります。 

プログラム 

事業承継をお考えの方や事業承継により創業をお考えの方を対象に、「事業承継」の重要

性や円滑な進め方などを説明します。また、事業承継を体験した経営者を迎え、事業承

継を決断したきっかけや失敗談等、事例を交えて実践的に学んで頂けます！ 

主催：日本政策金融公庫（福岡支店・北九州支店・八幡支店）、福岡ひびき信用金庫 
後援：福岡県、北九州市、福岡県事業承継・引継ぎ支援センター、北九州商工会議所 

参加費 無料 

【第１部】14:05～14:45（受付 13:30～） 

福岡県における事業承継の現状と事業承継の準備と進め方 今永英二氏 

（福岡県事業承継・引継ぎ支援センター 統括責任者代理） 

【第２部】 

➢ 事業承継体験談（第三者承継（「継ぐスタ」体験者））14:45～15:15 

   いまこが動物病院 代表 河野 博紀氏 
● 嘉穂郡桂川町出身の河野博紀さんは、大阪府内の動物病院や大学病院等で７年間経験を積み、令和

３年 10月、遠賀郡遠賀町で約 10年間続く動物病院を事業譲受し創業しました。 

「継ぐスタ」とは、事業を譲渡したいと考えている経営者の方から「事業を受け継いでスタートす

る創業形態」を意味します。（日本公庫による呼称です。） 

 ➢ 事業承継体験談（親族・社内承継）15:15～15:45 

   東筑印刷株式会社 代表取締役 荒牧 祐介氏 
● 荒牧祐介さんは、明治時代創業の４代目として、令和３年 10月、代表取締役に就任しました。 

就任以前のタイミングで支援機関（福岡県事業承継・引継ぎ支援センター）の協力を得ながら先代と

共に承継計画を作成し、円滑に事業承継を完了しました。 

➢ 質疑応答 15:45～15:50 

【第３部】15:50～16:00 

 事業承継に関する施策紹介（日本政策金融公庫・福岡ひびき信用金庫 担当者） 

　当金庫グループ（当金庫及び、ひびしんキャピタル株式
会社）にて、当金庫取引先（葬祭業）の経営課題解決を
目的とした課題解決型ビジネスプラン発表会を企画・実
施しました。
　本会は、経営環境の変化に伴い「利用頻度の減った大
斎場の有効活用」という同社が抱える経営課題の解決を
図るため、北九州市立大学経済学部の大学生が解決案を
検討し、その結果を発表したものです。
　発表においては、大学生がその柔軟な発想力を活かし
たアイディアを提案、審査員からの質問に対しても真摯に
対応、当金庫取引先の代表者からは感謝の言葉をいただ
き、盛況のうちに終了いたしました。

■大学生と連携した取組み
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おかげさまで“ひびしん”は2024年1月15日に創立100周年を迎えます。

このまちが、すべて。このまちに、すべて。
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術推進機構等の外部支援機関との連携強化に努め、実効性の高い支援の実現を目指して取組んでいます。
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（相談・情報件数含む）
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（相談・情報件数含む）

令和４年３月期 令和５年３月期

535先

281先

599先

284先

外部専門家を活用して本業
支援を行った取引先数
取引先の本業支援に関連する中小
企業支援策の活用を支援した先数

令和４年３月期 令和５年３月期

102先

9先

68先

10先

● 事業承継等の支援への取組み ベンチマーク

● 金融機関が貸付条件の変更を行っている中小企業の経営改善計画の進捗状況 ベンチマーク

● 外部と連携した本業支援 ベンチマーク

中小企業の条件変更先に係る経営
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21先

39先

428先

30先

49先

399先

好調先

順調先

不調先

488先478先
条件
変更
総数

●事業承継・経営改善・事業再生・業種転換等の支援

　経営者の高齢化と後継者不在による廃業が進んでおり、今後さらなる企
業数低下・雇用喪失が危惧されております。そのような環境のもと、アフター
コロナにおける「会社の今後」を考えるきっかけ作りや更なる成長・発展を
実現させるため、日本政策金融公庫・株式会社日本Ｍ＆Ａセンター等の外
部支援機関と連携し、様々なソリューションを提供しております。

■ 事業承継支援に向けた取組み
 
 
  

オンライン 
同時開催 

オンライン会場（ZOOMミーティング） 定員 50名（先着順） 

14：00～16：00 
 

× 

対面会場 定員 30名（先着順） 

（ 

 

日 時 

● お使いの機器、通信環境等によっては、ご覧頂けない場合がございます。また、聴講にかかる通信費等は参加
頂く方のご負担となります。お申込み頂いた方には、後日、聴講に必要なＩＤ等をメールでお送り致します。 

2023年2 月２日（木） 

 

事業承継支援に関する連携協定締結 記念イベント 

事業承継セミナー 
～未来へつながる一歩を踏み出す～ 

福岡ひびき信用金庫 本店 中２階ホール（北九州市八幡東区尾倉 2-8-1） 
※新型コロナウイルスの感染状況によっては、対面での参加のみ中止させて頂く場合があります。 

プログラム 

事業承継をお考えの方や事業承継により創業をお考えの方を対象に、「事業承継」の重要

性や円滑な進め方などを説明します。また、事業承継を体験した経営者を迎え、事業承

継を決断したきっかけや失敗談等、事例を交えて実践的に学んで頂けます！ 

主催：日本政策金融公庫（福岡支店・北九州支店・八幡支店）、福岡ひびき信用金庫 
後援：福岡県、北九州市、福岡県事業承継・引継ぎ支援センター、北九州商工会議所 

参加費 無料 

【第１部】14:05～14:45（受付 13:30～） 

福岡県における事業承継の現状と事業承継の準備と進め方 今永英二氏 

（福岡県事業承継・引継ぎ支援センター 統括責任者代理） 

【第２部】 

➢ 事業承継体験談（第三者承継（「継ぐスタ」体験者））14:45～15:15 

   いまこが動物病院 代表 河野 博紀氏 
● 嘉穂郡桂川町出身の河野博紀さんは、大阪府内の動物病院や大学病院等で７年間経験を積み、令和

３年 10月、遠賀郡遠賀町で約 10年間続く動物病院を事業譲受し創業しました。 

「継ぐスタ」とは、事業を譲渡したいと考えている経営者の方から「事業を受け継いでスタートす

る創業形態」を意味します。（日本公庫による呼称です。） 

 ➢ 事業承継体験談（親族・社内承継）15:15～15:45 

   東筑印刷株式会社 代表取締役 荒牧 祐介氏 
● 荒牧祐介さんは、明治時代創業の４代目として、令和３年 10月、代表取締役に就任しました。 

就任以前のタイミングで支援機関（福岡県事業承継・引継ぎ支援センター）の協力を得ながら先代と

共に承継計画を作成し、円滑に事業承継を完了しました。 

➢ 質疑応答 15:45～15:50 

【第３部】15:50～16:00 

 事業承継に関する施策紹介（日本政策金融公庫・福岡ひびき信用金庫 担当者） 

　当金庫グループ（当金庫及び、ひびしんキャピタル株式
会社）にて、当金庫取引先（葬祭業）の経営課題解決を
目的とした課題解決型ビジネスプラン発表会を企画・実
施しました。
　本会は、経営環境の変化に伴い「利用頻度の減った大
斎場の有効活用」という同社が抱える経営課題の解決を
図るため、北九州市立大学経済学部の大学生が解決案を
検討し、その結果を発表したものです。
　発表においては、大学生がその柔軟な発想力を活かし
たアイディアを提案、審査員からの質問に対しても真摯に
対応、当金庫取引先の代表者からは感謝の言葉をいただ
き、盛況のうちに終了いたしました。

■大学生と連携した取組み

　当金庫では中期経営計画に掲げた人材育成強化のため職員向けに様々な研修を実施しています。地域社会に愛され、地
域に貢献出来る人材となるべく、日々研鑽に励んでいます。新入職員については配属前に、２カ月間の徹底した研修を受講し
ます。

　当金庫は、課題解決型営業を実践していくために、総合的なコミュニケーションスキルの向上に向けた研修を行っています。

「経営者保証に関するガイドライン」への取組み

　当金庫では、「経営者保証に関するガイドライン」の趣旨や内容を十分に踏まえ、お客様からのお借入や保証債務整理の
相談を受けた際に真摯に対応するための態勢を整備しています。また、経営者保証の必要性については、お客様との丁寧な
対話により、法人と経営者の関係性や財務状況等を把握し、同ガイドラインの記載内容を踏まえて十分検討するなど、適切
な対応に努めています。

新規に無保証で融資した件数 

新規融資に占める経営者保証に依存しない融資の割合

保証契約を解除した件数

経営者保証に関するガイドラインに基づく保証債務整理の成立件数

（当金庫をメイン金融機関として実施したものに限る）

令和５年３月期
1,600件

22.51%

92件

0件

令和４年３月期
1,516件

16.60%

87件

0件

令和３年３月期
2,413件

18.95%

71件

0件

令和４年３月期 令和５年３月期

15回

176名

3名

研修実施回数

参 加 者 数

資格取得者数

12回

181名

9名

取引先の本業支援
に関連する研修等の
実施数、研修等への
参加者数、資格取得
者数

● 職員のソリューション営業能力強化

● 新入職員の金融スキル向上研修
ベンチマーク

● 取引先の本業支援に関連する研修等の実施数、研修等への
 　参加者数、資格取得者数

③ 多様な顧客ニーズに応えるための取組み

13福岡ひびき信用金庫 ANNUAL REPORT 2023


